
Outcome

（厚労省共通指標）

指標 

期間 各指標の計算式と分母・分子の項目名 分母・分子の解釈 

分子

A）分母のうち「非常に満足している」または「やや満足している」と回答

した外来患者数 

B）分母のうち「十分だった」または「まあまあ十分だった」と回答した外

来患者数 

C）分母のうち「十分に伝えられた」または「まあまあ伝えられた」と回答

した外来患者数 

分母

A)外来患者への満足度調査項目「全体としてこの病院に満足しています

か？」の設問有効回答数 

B)外来患者への満足度調査項目「これまでの病気や症状に対する診断や治療

方針について、今日までに医師から受けた説明は十分でしたか？」の設問有

効回答数 

C)外来患者への満足度調査項目「これまでの病気や症状に対する診断や治療

方針について、医師の説明を受けた際の疑問や意見は、医師に伝えられまし

たか？」の設問有効回答数"

収集

期間
年1回（12月）  

調整

方法

60 外来患者満足度 
Ａ）全体としてこの病院に満足していますか？ Ｂ）病気や症状に対する診
断や治療方針について、医師から受けた説明は十分でしたか？ Ｃ）病気や
症状に対する診断や治療方針について、医師の説明を受けた際の疑問や意見
は、医師に伝えられましたか？ 

 医療の質を測る基本項目として広く用いられている。 

 「受けた治療の結果」、「外来待ち時間」、「安全な治療」等に対する患者の満足度をみることは、医療の質の

直接的な評価といえる。 

  A,B,Cともに、回答病院数の合計は前年とほぼ同じでしたが、有効回答数は、前年と比較し大きく増加して

います。また、A,B,Cともに中央値は前年を上回っています。 

「A全体としての満足」については、80％以上の施設は、2019年度は28/38施設（74%）、2020年度22/28施設（79%）、

2021年度22/29施設（76%）で例年と特に変わりませんでしたが、90%以上の施設は、2019年度は14/38施設（37%）、

2020年度は16/27（59%）、2021年度19/29施設（66%）と大きく増加しています。 

BCを調査項目に加えていない施設はぜひ追加の検討をお願いします。 

指標の意義 

指標の計算式、分母・分子の解釈 

2021年間数値報告 

考察・分析 

改善・運用事例など 

A最小値72.97％ 25％値83.93％ 中央値93.81％ 75％値96.08％ 最大値99.66％ 回答病院 29施設 

B最小値71.43％ 25％値80.25％ 中央値92.33％ 75％値93.31％ 最大値98.26％ 回答病院 24施設 

C最小値72.08％ 25％値81.48％ 中央値91.05％ 75％値94.95％ 最大値98.50％ 回答病院 21施設 
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